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鳥取県米子市

中国横断自動車道岡山・米子線建設工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

上福万遺跡・日下遺跡男

石州府第1遺跡・石州府古墳群
（本文編）
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埋蔵文化財発掘調査報告書
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縄文式土器（深鉢）上福万遺跡出土



銅　鏡（獣帯鏡）石州府29号墳出土



序

中国横断自動車道岡山。米子線の建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、日本道路

公団の委託を受けて、昭和57年8月から当財団が美施しているところである。

昭和59年度は、大山の北西に位置する佐陀川左岸の上福万遺跡を中心に調査を行

った。

調査の結果、当初予想された古墳期集落跡のほか、その下層部約7000平方米から

縄文時代早期の集石遺構31基をはじめ、多数の土器類、石器類が検出された。

現在までのところ、本県ではこのような規模をもつ縄文時代早期の発掘例はなく、

今後本県における古代史の解明に役立つことはもとより、広く研究者に活用される

ことを期待してやまない次第である。

おわりに、この調査に全面的な御協力をいただいた地元の皆さんをはじめ、御指

導いただいた方々、そのほか関係の各位に対し心から感謝し、厚くお礼を申し上げ

ます。

昭和60年10月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長　西　尾　邑　次



例 開

1本報告書は、日本道路公団の委託をうけて、鳥取県教育文化財団がおこなった「中国横断自

動車道岡山・米子線」の米子地区の発掘調査報告書である。

2　この調査は、米子市上福万字北林・鹿佃e八久保田南に所在する上福万遺跡、米子市日下字

河原渕地域の日下遣臥米子市石州府字寺庭ノ参に所在する石州府29e30号填、米子市石州府

宇山ノ下タ二に所在する石州府第1遺跡の発掘調査である。

3　赤木三郎氏（鳥取大学教育学部長）、根鈴輝雄氏（倉吉市社会教育課嘱託）から御多忙の

ところ原稿をいただいた。謝意を表したい。また、赤木三郎氏に石材鑑定をしていただいた。

4　発掘ならびに本報告書の作成にあたっては、つぎの方々から多くの御教示をいただいた。

鳥取県文化財保護審議会委員

山本清　手嶋義之　佐々木謙　稲田孝司

檀原考古学研究所

松田真一

柏原市歴史資料館

竹下賢

北九州市立歴史博物館

小田富士雄

倉吉市立博物館

真田康幸

奈良国立文化財研究所

田中琢　町田章　土肥孝

香川大学

丹羽祐一

京都大学

山中一郎

帝塚山大学

堅田直　家根祥多　磯谷和明

鳥取県立博物館

福井淳人

鳥取大学

平勢隆郎

鳥取市教育委員会

平川誠

奈良大学

水野正好　酒井龍一　泉拓良　植野浩三

山口大学

中村友博

新潟県教育委員会

田中靖

桜井市教育委員会

清水真一

5　発掘調査に際し、鳥取県教育委員会文化課からの御指導をいただいた。

亀井無人e田中弘道

6　発掘調査（約40日間の現地調査）及び遣物整理e報告書作成にあたっては、鳥取県埋蔵文化

財センターの次の方々から御指導、御教示をいただいた。

野田久男　加藤隆昭　久保穣二朗

また、埋蔵文化財センター内の施設e図書等を利用させていただくことにより、報告書作成の

作業を滞りなく進めることができた。

7　本報告書の編集は、長岡e松本e笹尾e太田の4名による討議に基づいておこなった○



8　本文の遺構の執筆は調査担当者がおこない、その他は目次に氏名を記した。

9　遺構の実測、図面作成は、左藤博、杉田千津子、谷野重美、田中正夫、西田直史、長谷川蔦

代の協力を得て調査員、調査補助員（野崎正美）が行なった。

10　遺物の整理は主に酒巻佐代子、柴田登喜子、寺岡昭子、山崎保子、山本博子、山本文恵が行

ない、土器実測に坂口江津子、福田和美、石製品の実測に小林美奈の協力を得た。

また、石器e石鉄等の実測は調査員が行なった。

11遺構の浄書は主に左藤博、入江典子、田中真由美が遣物の浄書は坂口江津子、福田和美が行

ない調査員が補助した。また、石器e石鉄の浄書は笹尾が行なった。

12　遺構の撮影は調査担当者が行ない、遣物の撮影は長岡が行なった。

13　本報告書中の地図は、国土地理院発行の5万分の1地図「米子」、中国横断自動車道岡山。

米子線e設計図（日本道路公団1：6，000）を利用した。

14　本報告書にかかる遣物は、現在鳥取県埋蔵文化財センター（鳥取県岩美郡国脚丁）に保管し、

将来的には米子市教育委員会に移管する予定である。

15　石州府第1遺跡は、1977年大山西麓埋文分布調査でいう石州府第1遣臥1982年刊全国遺跡

地図でいう栄開拓第3遺跡である。「米子市石州府遺跡群発掘調査報告書工。Ⅱe198301984」

中の石州府第1遺跡は、1977年大山西麓埋文分布調査でいう、石州府第4遺跡である。
あかた

16　調査に際し、県地区自治連合会長野坂松衛、森山重義、松原利三郎には地元との調整等に

援助をいただき作業を順調に進めることができた。明記して感謝しお礼を申し上げます。

（敬称略）



凡 例

1本報告書における方位は、すべて磁北を示す。

2　本報告書における遣物の記述は、各節あるいは各遺構の末尾に観察表を用いた。

3　当遺跡は10m XlOmのグリットを設定し区分した。

4　本報告書における遺構記号は次のように表わす。

SB：掘立柱建物　SI：竪穴住居　SK：土坑。土壌　SX：古墳e墳墓

JSり：縄文溝状遺構　JSK：縄文土坑　JPi t：縄文ピット

5　遺構挿図中における遣物記号は次のように表わす。

C：古銭　H：石器または剥片　J：玉製品　M：鏡　F：鉄製品　Po：土器0瓦

S：石製品　Z：石鉄

6　集石における遣物表示は次のように表わす。

石皿：‡‡‡‡磨石：三敲石：撥音砥石：：：：：：：：：：：；：焼石：二、∴T、・
．　、’　′

▼．°e．°°′1．．．°

磨石e敲石e石皿の磨滅範囲：一…一一　　敲打痕：－　過度の磨耗：一一一一一
、′

石斧等の敲打痕：て立！して　磨痕

7　本報告書中のピットの計数は、P（長径×短径一深さ）で示した。単位はmである。

8　遺構挿図中におけるセクションeエレベーションの基準線標高はH＝の記号で表わす。

9　遺構挿図中における遺構検出面は詔研訝7のように表わす。
／

10　実測図において粘土帯の継ぎ目がみられるものは／／′′で表わす。
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挿図工　上福万遺跡グリッド設定位置図



蕊福野遺跡⑳　帯遺跡⑳萄州府第順路⑳石州厨薗囁靡困次

序　文

例　言

凡　例

第1章　遺跡の概要

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過及び概要

1　上福万遺跡

2　日下遺跡

3　石州府古墳群

4　石州府第1遺跡

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　上福万遺跡の調査

第1節　上福万遺跡の自然環境

1　上福万遺跡の地形

2　上福万遺跡と周辺の地質概観

3　上福万扇状地の地質

4　古環境

5　遺跡の石材

第2節　縄文時代の遺構

1　集　　石

2　縄文士坑

3　縄文ピット

第3節　縄文時代の遣物

1　縄文式土器

2　原石e剥片0石器e石鉄について

3　石皿。磨石。敲石。砥石。石斧。石錘e特殊石器e

ペンダント他石製晶について

（長岡）

（松本）

（赤木三郎）

（長岡・太田）

（太田）

（根鈴輝雄）

（長岡）

1

1

1

3
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5
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第4節　縄文時代のまとめ

1　集石遺構について

2　ま　と　め

第5節　古墳時代以降の遺構

1　竪穴住居

2　掘立柱建物

3　土坑e土壌

第6節　遺構外遣物

第7節　古墳時代以降のまとめ

1　竪穴住居

2　掘立柱建物

3　ま　と　め

第4章　日下遺跡

第5章　石州府古墳群

第1節　石州府29号墳

1　墳　　丘

2　周　　満

3　主体部

飽　調号墳第　◎　主体部内遺物

第2節　石州府30号墳

1　墳　　丘

2　周　　溝

3　主体部

第3節　ま　と　め

第6章　石州府第1遺跡

調査関係者名簿

（長岡）

（松本e笹尾）

（笹尾）

（松本）

（長岡）
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……∴……………204
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第且章　遺跡の概要

第1節　調査に至る経過

昭和59年度に発掘調査を行なった遺跡は、上福万遺跡0日下遺跡e石州府第1遺跡及び石州府

29号墳e30号境の2古墳である。この地域は、古くより土師器等の散布が認められていたため、

日本道路公団による中国横断自動車道岡山e米子線建設工事に伴い、昭和57年e58年度の久古第

30貝田原e林ヶ原遺跡の調査を引き続いて、事前発掘調査の必要が生じた。

日本道路公団は、鳥取県教育委員会と協議、財団法人鳥取県教育文化財団が発掘調査の委託を

受け、西部埋蔵文化財調査事務所で、所長1名、調査員4名、調査補助員1名が調査を行なうこ

ととなった。

第2節　調査経過及び概要

1　上福万遺跡

上福万遺跡は、米子市上福万字北林、贋畑、八久保田南に、県道金屋谷一米子線を挟んで南北

に所在しており、佐陀川の左岸、佐陀川によって形成された扇状地上に立地している。

県道より北側の地区は、畑e果樹園として利用されていた。土師器の散布が多く認められ、相

当数の遺構の存在が見込まれたため、全面発掘調査を行なうこととなった。

県道より南側の地区は山林であったが、遣物散布がほとんど認められなかったため、昭和58年

12月1日～15日まで、試掘調査が行なわれた。その結果、土師器、須恵器が出土した他、竪穴住

居1棟が検出されたため、全面調査を行なうこととなった。

昭和59年度の調査は、県道より北側の地区をA区、南側の地区をB区として、A区より開始し

た。

まず、トレンチによる試掘調査を行ない、土層、遺構、遣物の状態を確認した。その結果、黒褐

色粘質土層で、竪穴住居3棟と土師器を検出した。下層の暗茶褐色土層では多量の縄文時代早期

の土器片を検出し、包含層が、古墳時代以降（第一面）、縄文時代早期以降（第二面）の二期に

別れる複合遺跡であることが判明した。

第一面の調査は、4月10日～7月30日の4ヶ月間、約7，900扇にわたって行なわれ、縄文時代後

一晩期の土坑2基、古墳時代以降の竪穴住居13棟、掘立柱建物20棟、土坑6基e土墳墓1基を検

出した。

第二面の調査は、8月1日～10月27日までの約4ヶ月間、約7，000扇にわたって行なわれ、集石

31基、土坑58基、ピット109基、縄文時代早期の土器約33，600点、石器e石鉄・石製品888点を検

出した。

B区の調査は10月29日～12月4日まで、約3，300扇にわたって行なわれ、古墳時代以降の竪穴住

居1棟、掘立柱建物2棟、土坑8基を検出した。縄文時代の遺構、遺物は検出しなかった。
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2　田下遺跡

米子市日下字河原渕に所在しており、佐陀川の右岸、上福万遺跡の対岸に位置する。圃場整備

が行なわれ、水田e畑地として利用されていた。弥生時代前期の土器、土師器等の散布が認めら

れていたため、試掘調査（トレンチ6本）を行なった所、水田側に設定した第3、第6トレンチ

で多数の遣物を検出した。このため各2トレンチを拡張して調査を行なったが、遺構は検出でき

なかった。

調査期間は4月17日～5月26日までである。

3　石州府薗墳鮮

石州府29号墳e30号境は、石州府古墳群に属し、米子市石州府字尋虞ノ参に所在する。

石州府古墳群は標高1，711mの大山の山麓西側、佐陀川と別所川とに挟まれた台地及び尾根上に

位置している。台地上には10基、標高132mを項部とする尾根上には34基の古墳が存在しており、今

回調査対象となったのは29号墳e30号境の2基のみである。

29号境は、「大山西麓埋蔵文化財分布調査報告書1977◎3鳥取県教育委員会」の（3）埋蔵文化財

地名表◎a米子市eNo12の古墳に該当する。30号墳は今回の調査で新しく確認された古墳である。

両古墳は尾根の端部に位置し、ここからは石州府0上福万0日下地区0岸本町e米子市を一望

できる。

調査前の状況は、29号境は径16m前後、高さ約3mの円墳状を呈し、30号境は29号境の裾部か

ら北西へ伸びる台地状地形を呈していた。

調査は、まず発掘調査前の地形測量を㈱北陽測量設計事務所に委託した。次に周溝確認用トレ

ンチを設定し、各古墳の規模の確認、及び、29030号境の切り合い関係の観察を行なった。

その結果、29号墳は約16mの円墳であり、30号境は29号境の裾部を切って作られていることが

判明した。

続いて、土層観察用のベルトを残して表土除去作業を行ない、両古墳の周溝と思われる落ち

込みが確認され、調査を行なった。30号境の周溝は29号墳側でのみ認められ北側では検出きれな

かった。

29号境は、墳項部より掘り下げて行き、埋葬施設を検出し、調査を行なった。獣帯鏡（舶載）

1面、鉄剣3本の他、土師器片が出土した。

30号境は表土除去作業中・に埋葬施設を検出し調査を行なった。

時期は、両古墳とも古墳時代前期後半に位置づけられる。

最後に、墳丘測量図を作成、盛土の残る29号境については地山（岩盤）まで墳丘を断ち割り、

土層を観察し、調査を終了した。

調査期間は10月23日～12月5日までであった。
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4　石州府第1遺跡

石州府第1遺跡は、米子市石州府宇山ノ下タ二に所在し、日野川右岸の河岸段丘上に位置する。

本地域周辺は、大山山麓特有の黒ボクで覆われており、畑又は果樹園として広く利用されている。

調査対象面積は、石州府第1遺跡の端部約280I正である。

調査は、昭和59年10月24日よりトレンチ3本による試掘調査を開始したが、土師器片1片を検

出したのみであったため、本調査の必要性なしと判断し、昭和59年11月9日に調査を終了した。
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第2章　位置と環境
第1節　地理的環境（第3章1節参照）

（註1）

上福万遺跡（1）、日下遺跡（2）、石州府29・30号墳（3）、石州府第1遺跡（4）は米子市街

地から南東約8．0kmの地域に位置し、標高1，711mの大山の西麓、日野川右岸域に立地する。又、

北部を佐陀川、西部を野本川が流れ、南部は岸本町に、東部は大山町に、それぞれ接している。

上福万遺跡は、米子市上福万字北林、康畑、八久保田南に所在する。北部を流れる佐陀川によ

って形成された扇状地上に立地し〔標高75m前後〕、ローム質粘土層、黒ボク層（耕土）が堆積

している。縄文時代e古墳時代e奈良時代の遣物、遺構が、これら2層を文化層として検出され

ている。従来の分布調査では、縄文土器（早期）、土師器、須恵器、陶器、石鉄等の散布、出土

をみている。

日下遺跡のうち、今回調査を行なったのは、米子市日下字河原渕の地域である。南部を流れる

佐陀川によって形成された扇状地上に立地し〔標高65m前後〕、礫層、砂層（耕土）、粘質土層

（耕土）等が堆積している。縄文時代～室町時代に至る遣物が包含されているが、遺構は確認で

きなかった。従来の分布調査では、土師器、須恵器、陶器等の散布、出土をみている。

石州府29e30号境は、米子市石州府字寺虞ノ参に所在し、大山火山活動に伴って形成された山

陵〔溝口凝灰角礫岩〕の尾根端〔標高100m前後〕に位置する。29号墳主体部内において、獣帯鏡

（舶載鏡）が出土した。

石州府第1遺跡は、米子市石州府宇山ノ下タ二に所在する。日野川水系による河岸段丘上〔岸

本礫層〕に立地し〔標高75m前後〕、粘質土層、黒ボク層（耕土）が堆積している。従来の分布

調査では、土師器の散布がみられる。

第2節　歴史的環境

⑳縄文時代

旧石器時代～草創期とされる有舌尖頭器が、米子市奈喜良遺跡（5）、岸本町貝田原遺跡（6）

会見町諸木遺跡（7）で表探されており、大山町坊領、荘田でも出土している。これらの遺跡は、

現標高100m前後の丘陵（台地）上及び、山陵の裾部に位置する。早期では、米子市上福万遺跡を

はじめ、岸本町久古北田山（8）、久古第3（9）、番原第1（10）、須村（11）、林ヶ原（12）遺

跡等があり、これらの遺跡は現標高70－200m前後の丘陵（台地）上に位置している。前期e中期

では、米子市陰田（13）、目久美（14）遺跡、岸本町林ヶ原遺跡等があり、現標高200m前後の丘

陵（台地）上及び、山陵の裾部に位置している。後期。晩期では、米子市上福万遺跡をはじめ、

米子市陰田0日久美e青木（15）遺跡、岸本町林ヶ原遺跡等があり、現標高50－200両前後の丘陵

（台地）上及び、山陵の裾部に位置している。旧石器～縄文時代を通じて、遺跡の位置は、現丘

陵（台地）と、現山陵の裾部の二つの地域に大別できる。
（註2）

縄文海進（有楽町海進）期の海面変動は、次の様に推定されている。
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1．上福万遺跡　2．目下遺跡　3．石州府古墳群　4．石川府第1遺跡　5．奈善良遺跡　6．貝田原遺跡　7．諸木遺跡
8，久古北田山遺跡　9．久古第3遺跡10．番原第1遺跡11．須村遺跡12．林ヶ原遺跡13．陰田遺跡14．日久美遺跡
15．青木遺跡16．福市遺跡17．諏訪遺跡群18．岸本原遺跡19．大寺原遺跡　20．日原古墳群　21．普段寺古墳群
22・宗像古墳群　23．吉定古墳群　24．三崎古墳群　25．東宗像古墳群　26．日下古墳群　27．尾高古墳群　28．長者原古墳群
29．越敷山古墳群　30．大寺廃寺　31．長者屋敷跡　32．坂中廃寺　33．大神山神社　34．宗形神社　35．尾高城跡　36．河岡城跡
37．岸本要害跡　38．天万要害跡　39．米子城　40・4ト42．石州府第2遺跡・第3遺跡・第4遺跡　43．中間古墳群
44．百塚原古墳群　45．同成古墳群　46．石田古墳群　47．越敷ヶ丘遺跡

挿図Ⅱ　周辺遺跡分布図
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窒↓
18，000年前頃…………現海面より140m内外低位

10，000年前頃…………現海面より25－30m内外低位

海：6，000－5，000年前頃…縄文海進の項期、現海面より0－5m程度高位

退や4，000－2，000年前頃…現海面より3m内外低位

窒↓ 2，000－現在…・…・・…現海面に至る

『地学辞典』によると、縄文海進以後のゆるやかな海退期に、砂州や砂丘が形成され、現海岸

や平野が形成されていったとある。また、気候的には、18，000年前頃の寒冷期から増温期を経て、

7，000－5，000年前頃の温暖期に至る。温暖期の気温は、現在よりも約2℃高く、その後減温期を

経て現在に至るとある。

この縄文海進期の海面変動を、そのまま当てはめることは危険なのだが、一応米子市周辺では、

次の様に推定される。18，000年前頃の低海面期に、「立川面」に相当する海岸段丘面？（岸本礫層？）

が形成され、これ以降増温期に入るとともに縄文海進が始まる。この頃の日本列島は大陸と陸続

きであり、現在の米子市周辺には、隠岐島まで続く広大な陸地が存在していた。6，000－5，000年

前頃（縄文時代早期末～前期初頭頃）には、海進の項期を迎え、現海面とほぼ同じ、もしくはや

や高い海水準に達した。旧石器～縄文早期末頃までの遺跡が、現在の丘陵（台地）と山陵裾部に

しか見られないのは、この期の遺跡の大半が、18，000年前以後の海進によって海中に没し、さら

に沖積層に覆われてしまったためであろうと推察でき、現在山陵裾部にある遺跡は、かろうじて

埋没から免れたのであろう。海進が進むにつれて、旧日野川。法勝寺川から供給された土砂、並

びに海流の変化等による砂州や砂丘等の様相の変化（堆積環境の変化）が予想されるが、この期

においても大小多くの砂州や砂丘が形成されていったことは確かであろう。その一つに米子市目

久美遺跡があげられる。ここでの前期の生活範囲は、当時の汀線（現海抜Om付近）より微高な

砂州（砂礫層よりなる）から南部の山裾部に向かって広がっていたと推定できる。前期の遺跡に

は、岸本町林ヶ原遺跡の様に、現在とほぼ同じ標高（200m前後）を持つ丘陵（台地）上に立地す

るものもあり、米子市目久美・陰田遺跡とは様相を異にする。これは生活習慣の違いであろう。

縄文時代後期～弥生時代前期にかけて海過が生じ、当時の海面は現海面より3m内外低位にあっ

たとされている。この頃には、ほぼ現在の弓ヶ浜半島に相当する砂州が存在しており、漁労を中

心とした生活が、米子市目久美e陰田遺跡・境港市西灘遺跡等で営まれていた。境港市西灘遺跡

は弥生時代前期の遣物も出土しており、遺跡は現海面下1。5m内外の海中に没している。これは前

述の海面変動とほぼ一致しており、弥生時代前期から現在に至る海進により海中に没し、新しい

砂州に埋もれていったと考えられる。また、これら遺跡周辺は、海退によって低湿地となり、弥

生時代に入って水田として利用されていく。一方米子市上福万e青木遺跡e岸本町林ヶ原遺跡等

では、前代の継続として狩猟e採集中心の生活が営まれていたのであろう。

⑳弥生時代

縄文時代後期～弥生時代前期の海退によって低湿地が形成され、また砂州や砂丘も広がってい

った。この時代の遺跡には、米子市目久美0福市（16）、青木e諏訪遺跡群（17）、岸本町岸本原

遺跡（18）、大寺原遺跡（19）、林ヶ原遺跡等がある。総体して、農耕文化導入期の段階では、水
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稲に最も適した場所（水利の良い低湿地）で水田を作り、その近くの微高地に集落を形成してい

たが、その後、潅漑技術e農工具の発達や鉄器の導入等により、人口が爆発的に増加し、米子市

青木遺跡。諏訪遺跡群等の丘陵（台地）上に集落が広がっていったといえる。そして、岸本町林

ケ原遺跡のような標高200m前後の丘陵（台地）上にも、集落が形成されていくようになる。

⑳古墳時代

前代に継続して、集落は丘陵（台地）上に広がっていくが、中期以降は低地に移行する傾向が

ある。米子市上福万遺跡においても前期集落が形成され、石州府29e30号墳（前期）が築かれて

いる。前期古墳として米子市日原6号墳（20）、会見町普段寺1e2号墳（21）。中期古墳として

米子市陰田41号墳（13）、宗像41号墳（22）、岸本町吉定古墳群（23）、会見町三崎殿山古墳（24）

がある。後期古墳として、米子市青木遺跡古墳群（15）、東宗像古墳群（25）、日下古墳群（26）、

尾高古墳群（27）、岸本町長者原古墳群（28）、越敷山古墳群（29）等がある。

◎飛鳥～平安時代

米子市上福万遺跡において奈良時代の遺構。遣物が検出されている。白鳳期の寺院として、岸

本町大寺廃寺（30）が建立される。平安期に入って、今回の調査地域が文献に登場する。『和名

抄』によると「日下郷」という地名が見られ、会見郡十二郷の一つに数えられている。この郷域

は、今回調査した地域、石州府を含めた佐陀川上。中流域周辺に比定できる。また『和名抄』に

よると「会見郡会見郷0巨勢郷」にあたる地域に、岸本町長者屋敷（31）、坂中廃寺跡（32）が所

在し、この地域は会見郡衝の位置として想定されている。式内社として、米子市尾高に大神山神

社（33）、宗像に宗形神社（34）がある。

⑳轟倉時代～現在

中世城館として、米子市尾高城跡（35）、河岡城跡（36）、岸本町岸本要害跡（37）、会見町天万

要害跡（38）等がある。特に米子市尾高城は戦国期の交通の要衝に位置していたため尼子e毛利

両氏の激戦地となった。江戸時代に入ると、吉川広家、中村一息によって築かれた米子市米子城

（39）は鳥取藩の支城となり、西伯者の中心となった。明治以後、米子市米子城は廃城となり、

本地域周辺は一時島根県に属した（明治9年）が、再び鳥取県に属し（明治14年）現在に至って

いる。

註1　例言15参照

註2　『日本の第四紀研究－その発展と現状』（日本第四紀学会編0東京大学出版会）

完新世の海面変動　井関弘太郎（P89－97）参照
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